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　 「エ コ ・ツ
ー

リズ ム （Eco−tourisin）」
Il
　1］ と地域住民 の 生活 や文化 との 間に は、そ の 概念の 生 成

過 程 か ら考 えて も密 接 に 関係 が あ る 。 実際、エ コ ・ツ ーリズ ム は 「地域主体の 観光」 や 「地域 づ

くりに も結び つ く」 と評 され て きたが、こ れ まで の 研究で は、地域住民は 「取 り入 れ る」対 象、

「啓蒙」する 対象 とされ、地域社会の 問題 は 「環境教育」や 「住民参加」の 問 題 と さ れ て い る 。

そこ で は、エ コ ・
ツ
ー

リズ ム が 導入 さ れ る 当該地域の 生活の 論理 や文化、地 域 住民の 主 体性へ の

視点 に 欠けて い る 。 そ れ に対 し本稿 で は、当該地域住民が エ コ ・
ツ
ーリズ ム とい う外部の 枠組 み

を受 け とめ て 自らの 拠点か ら生 活 を組み 立 て 、地 域 を再 構築 して い く問題 と して エ コ ・ツ
ー

リズ

ム をとらえ る こ と を試み た。

　地域住民 の 生活とい う観点 か らエ コ ・
ツ
ーリズム の 可能性 を模索す る に は、エ コ ・

ツ
ーリズ ム

研究に お ける 「自然」が 問 い 直 され ね ば な ら ない だ ろ う。エ コ ・ッ
ー

リズ ム の 対象 とな る 自然 は、

「保護地域」 とい っ た学術的に序列づ けられ た 自然が中心で あ っ たが、自然は地 域社会の 社会的
・

歴史的構成物 で あ り、人 間 と自然 との か か わ りの 歴 史、人 間 と入 間の 関係 の 歴史が内包 され て い

る。　「内包 さ れ た自然」 が研究者等 に よ っ て 「無垢 な 自然」 や 「消費す る 自然」 と され る の が エ

コ ・
ツ
ーリ ズ ム で ある し、逆 に その 過程 で 地域住 民が 自然 を対象化 し、地域を再評 価する と もい

える。

　重 要 なの は、エ コ ・ツ
ー

リズ ム とい う社 会関係の なか で 、地域住民 が、文化 と して の 自然 を 「操

作で きる 対象 と し て 新 た に作 り上 げ る」主 体 で あ りえ る か ど うか で あ る 。 本稿で は、高知県大方

町 の 砂浜美術館の 考え方 と活動 を事例 と して 、こ の 問題 を考察した 。

キ
ー

ワ
ー

ド ：エ コ
・

ツ
ー

リズ ム 、地域住民、自然、保護地域、砂浜美術館、地域の 再構築

1，は じめ に

1A ．エ コ
・

ツ
ー

リズ ム をめ ぐ っ て

　エ コ ・
ツ
ー

リズ ム。最近 、日本で もよ く聞かれ る よ うにな っ た 言葉で ある 。 1990年代に 入 り、

国内外の 事例が盛 ん に報告され 、ガ イ ドライ ン も幾つ か作成 された 。 また、観光産業の印刷物や

さ まざまな メ デ ィ ア で も 、
エ コ ・ツ

ー
リ ズ ム、エ コ ・

ツ ア
ーとい う言葉が使われ るよ うに な っ て

い る 噛

。
エ コ ・ツ ーリズ ム は、 「自然に親 しむこ とを目的」　「環境に や さしい 」 とい っ た 、従

来まで の観光とは 異なっ た 「新 しさ」を示す さま ざまなイ メージが付与 され た 「商品」と して市

場 に流通 しつ つ ある
．・1 ）

o

　考え て み れば、エ コ ・ツ
ー

リズ ム に不可欠な構成要素で ある 「自然」 は、古くか ら重要な観光

資源であ り、近年に な っ て観光対象 となっ たわけ で はな い
（4 ）

。 で は、どこ に エ コ ・ッ
ー

リズ ム

が従来 まで の 自然鑑賞型観光と異な る 点が求め ら れ 、なぜ エ コ ・ッ
ー

リズム が提唱 され て きた の
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で あろ うか 。

　エ コ ・
ツ
ーリ ズ ム とい う概念の 生成過程 は 十分に明らか にされ て い な い が 、 自然保護の ため の

経済手段を導入 しようとする考 え方
一

保護地域へ の観光が、さまざまな雇用機会を提供 し、地方

と国に双方に収入をもた らすこ との で きる選択肢の ひとつ で あ り、 保護地域 を保護する上 で 可能

性をもっ た手法 とい う見解
一

と自然志向の 旅行者ニ ーズ の増加 に対応 しよ うとする観光産業分野

の 要求が 1980年代後半 に結びつ い て発展 して きた とい われて い る （Boo，1991＝ 1992：2；水野，1996：

54；西村，1998：38；敷田，1994：4） 。
エ コ ・

ツ
ー

リズ ム概念が 出現す る まで の 観光 と自然環境に関

す る研究を検討 した西村は、マ ス
・

ッ
ー

リズ ム が引き起 こ して きた 自然的 ・社会的 ・文化的悪影

響へ の 反省を踏 まえ、自然資源 を持続可能とする こ とを現実的に達成す るため の 手段 と して考 え

出 さ れ た 観光形態が エ コ ・ッ
ー

リズ ム で ある と して い る （西村 ，
1998：37−40） 。

エ コ ・
ツ
ー

リズ

ム は 「持続可能な開発 （sustainable 　development ）」の ひ とつ と して位置づ け られ て い るの で あ

る 。

12 ．問題関心

　エ コ ・ツ
ー

リズ ム 概念の 生成は、た とえ保護地域で あっ て も人間の影響は 及んで い る とい う自

然保護における 「自然観の変化」と保全へ の 協力の ために地域住民の 生活安定が求め られる とい

う 「地域住民の 生活へ の 着 目」 と密接に か かわ っ て い る （伊藤，1997：17）。 ゆ えに、少な くと

も他の 観光 よりは地域住民の生活が重視 されて い る とい えるだろ う。
エ コ ・

ツ
ー

リズム研究は、

こ れ まで は、稀少生物や生態系の 保護 とい っ た 自然保護の視点や 新 しい 観光商品とそ の 持続的な

利用 とい う視点か らお こ なわれ て きた e それ らは、実践的で多方
’
面か ら求め られるが 、多くは エ

コ ・
ッ
ー

リズ ム を観光 とい う社会現象として とらえ る視点に欠け、結果 と し て エ コ ・
ツ
ー

リズ ム

に お け る力関係 （た とえば、ホ ス トーゲ ス ト関係）を 「環境に や さしい 観光」 とい っ た イメ ージ

の もとに捨象して しまっ て い る 。 そ こ で は、エ コ ・
ツ
ー

リズ ム が導入される当該地域 の 生活の論

理や文化 へ の視点が抜け落ちて しまうの であ る。

　それ に対 して 本稿で は、自然保護や持続
．
叮能な観光の 問題 とい うよ りも、当該地域住民が エ

コ ・ツーリズ ム とい う外部の枠組みを受けとめて自らの 拠点か ら生活を組み立 て、地域 を再構築

して い くとい う問題 として とらえて みた い
。 それは、当該地域住民が地域 を見直す装置 （メ デ ィ

ア ）として エ コ ・ッ
ー

リズム を とらえ る こ とで もある 〔5 ’

。

　以上の 問題関心 に基 づ き、主 に 日本に お けるエ コ ・
ツ
ーリ ズ ム の研究動向を紹介 ・検討する こ

とを通 して 、研究お よび実践 ・開発過程にお い て 、どの ような視点か ら対象として の 自然が と ら

えられ、地域や地域住民が どの ように想定 され て い る かを検討する 。 主な課題 は、エ コ ・ツ
ー

リ

ズ ム が導入 され る当該地域 に と っ て外部 の 論理 と して 作用す る エ コ ・ツ
ー

リズ ム を 、 生活現場か

らとらえ直す視点を模索する こ とで あ る 。 それは、エ コ ・ツ ー
リズ ム の 可能性や持続可能な観光

開発 を問 い 直すこ とに もつ なが るだ ろ う。
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菊地 ：エ コ ・ツ
ー

リズ ム の 分析視角 に 向 け て

2．エ コ ・ツ
ー リズ ム の 定義と研究動向

2．1，エ コ ・ツ
ー

リズ ム の定義

　 エ コ ・ツ ーリズ ム は どの ように定義 され て い る の だ ろ うか 。 主な定義を紹介 した い
。

　 自然保護 を強調 した もの か ら紹介しよう。ブ
ー

（Boo）は、　「エ コ
・
ッ
ー

リズ ム とは 、（1）保

護地域 の ため の資金 を生 み 出 し、（2）地域社会の雇用機会を創出 し、（3）環境教育を提供す るこ と

に よっ て 、 自然保護に貢献する ような 自然志向型 の 観光 （ツ
ー

リズ ム〉」　（Boo，1991＝1992 ：2）

と定義 し て い る 。 　（財 ）自然保護協会は 、　「旅行者が 、生態系や地域文化に 悪影響を及ぼす こ と

な く、 自然地域 を理解 し 、 鑑賞 し、楽しむ こ とが で きる よ う、環境に配慮 した施設 お よ び環境教

育が提供 され、地域の 自然 と文化の保護i・地域経済に貢献する こ とを目的 とした旅行形態」　 （日

本 自然保護協会，1994：5）と定義して い る 。 社団法人 日本旅行業協会は、　 「エ コ ツ
ー

リズ ム は、

自然観察を中心 として その土地に存在する生態系 （エ コ ロ ジー）を守 り、その イ ンパ ク ト （悪影

響）を最小限に しよ うとす る ツ ア
ー

を実践する運動で ある 。 さらに、そ の 生態系の 中に生 きる住

民 の 生活 も含ん で い る こ とか ら、先住民に対する 『観光に よる自立』を支援す る活動 も重要な要

素」　（日本旅行業協 会，1998：16） と定義 し、米 国旅 行業協会は 、　「エ コ ッ
ー

リズ ム は 、環境 と

の調和を重視 し た旅行、即ち野生 の 自然そ の もの や 環境を破壊せずに 自然や 文化を楽しむこ とを

目的」　（国際観光振 興会，1992：5） と定義 して い る 。

　 こ の よ うに エ コ ・ツ ー
リズ ム の定義は多様で あ り、さまざまな意味が付与され て い る 。 自然保

護 を強調 した定義では 、 保護地域 （自然地域）、地域経済、環境教育が共通するキ
ー

ワ
ー

ドで あ

り、エ コ ・
ッ
ーリズ ム は保護地域を保護するため の 経済的手段、教育的手段 と位置づ けられ て い

る 。 観光か らの 定義で は、　「観光 （ツ ー
リズ ム）が環境問題 に対 して どの よ うな役割を果た しう

るか」　（国際観光振興会，1992）との 認識 を もとに、観光資源の持続可能な利用 を目的に含んで

い る 。 大意と して 「環境 に や さしい 観光」 とい えよう。
い ずれ に しろ、自然保護の 手段と して の

ニ ュ ア ン ス が強 く、自然へ の イ ン パ ク トが議論すべ き重要な問題 とされ て い る。当該地域に関 し

て は、 「貢献」　 「支援」する対象 ととらえられ て お り、その 主体性へ の 関心 はほ とんどみ られ な

い o

　エ コ ・ッ
ー

リズ ム を社会現象と して と らえる本稿で は、エ コ ・
ツ
ーリ ズ ム に さまざまな意味 を

付与する こ とは控 えた い
。 したが っ て 以下 の ように操作的に定義す る

。　「エ コ ・ツ
ーリ ズ ム と

は 、環境問題が重要な社会問題 と認識され る現代社会に お い て 、 自然を中心 と した環境を主な対

象と し、自然保護、環境問題 へ の志向性 をもっ た観光が生み出 した諸 々 の 社会現象」 と 。

2．2，エ コ ・ツ
ー

リズム研究の動向

　エ コ ・
ツ
ー

リズ ム に 関する本格的な研究は、まだ始ま っ たばか りだが 、 さまざまな学問的、実

践的関心 か ら、包括的で さまざまな領域にかかわ る研究がおこ なわれ て い る 。 ゆえ に 、 研究動向

を分類す る こ とは困難で あるが、あえ て概観 して み よ う。

　第
一

に 、エ コ ・ツ
ー

リズ ム の 基本 的な考 え方 を提示す る研究がある 。 伊藤 （1992）や Boo

（1991＝1992 ）は エ コ ・
ツ
ーリ ズ ム の 基本的な考え方 を提示 し、敷田 （1994）、海津 ・真板
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（1995）水野 （1996）は、日本に お けるエ コ ・ツ
ー

リズ ム の 可能性 と問題点を指摘 して い る 。 西

村 （1998）は エ コ ・ツ
ー

リズ ム の 概念の 成立過程を詳細に論 じ持続可能な観光を模索してお り、

伊藤 （1997）は人間を中心 に して エ コ ・ツ
ー

リズ ム の 問題 を多方面か ら検討 して い る 。

　第二 に 、
エ コ ・ツ ーリズ ム の 実現 の 可能性 、方策、方法、条件を検討 し た研究があ る。海津 ・

真板 （1995）、伊藤 （1997）、西村 （1998）は計画と住民参加 の 必要性を指摘 し、海津 ・橋本 ・

真板 （1997 ）は資源管理 シ ス テ ム を検討 して い る 。 真板 ・海津 （1996） 、 日本旅行業協会

（1998）は新 しい 観光商品と して の可能性に 関 して 、Bo。 （199H992 ）、伊藤 （1992）、佐藤

（1993）、日本自然保護協会 （1994）は自然保護の手段 として の 有効性に つ い て検討 して い る 。

　第三 に、エ コ ・
ッ
ーリ ズ ム を社会現象、文化現象として とらえる研究が ある 。 真板 ・宮川

・内

藤 ・海津 （1998）は ア ン ケ
ー

トか らエ コ
・

ツ
ー

リス トの マ
ーケ テ ィ ン グ特性 を明 らか に して い

る 。
エ コ ・ッ

ー
リズ ム の権力性 を指摘 し、文化生 産の場や ア イデ ン テ ィ テ ィ の 政治学 の 場 として

と らえ る観光人類学的研究 に は
、 池田 （1996a 、1996b ）、太田 （1996）、江口 （1998）、橋本

（1999）が ある 。

2．3，エ コ
・ツ ーリ ズ ム研究に お ける地域住民

　従来 、 観光現象は ホ ス トと ゲ ス ト との か か わ りに お い て とらえ られ て きた （Smith，　ed，1989・＝

1991） 。 けれ ども、さまざまな専門家が関与 し、 対象地や資源は 国家や行政 に よ っ て 管理され る

こ とが多い エ コ ・ッ
ー

リズ ム を二者関係で とらえるだけで は十分で はない
。 自らの 生活を組み立

て て い く 「地域住民」、地域 ア イデ ン テ ィ テ ィ を表明す る メ デ ィ ア とする 「地方自治体」と各種

の 自然との ふ れあい 事業や ふ る さと関連事業を展開する中央省庁 とい う 「行政」 、 自然の価値を

重視 し評価す る 「研究者 （お よび自然環境主義者）」、自らが失 っ て しま っ た自然を見出そ うと

す るエ コ
・
ツ
ー

リス トとい っ た 「観光客」、新 しい 観光商品 として 自然を売 り出そ うとする 「旅

行業界」の 五 者 を主体と して想定しよ う
「6）。本稿で は 、主に研究者 と地域 住民に注目 し、そ の

間にあ る 自然や 地域 へ の パ ース ペ ク テ ィ ブ の ズ レ に注 目 した い 。

　多くの エ コ ・
ッ
ー

リズ ム 研究 に お い て 、 地域住民は 主体として位置づ けら れ て お り、地域 の 生

活や文化 、 論理 へ の 関心 は他の 観光 よ りも大 きい とい え る 。 だが 、 多くの 場合 「保護地域あ る い

は その 周辺に住み 、 時には宿泊施設 や売店の経営者や従業員や ツ ア ーガ イ ド、ある い は保護地域

管理官として ツ
ー

リス トの サ ービ ス を提供する地域 住民」　（伊藤，1997：16）とい うように、地

域経済や雇用の効果に関心が 限 られて い る 。 もちろ ん 、 「地元住民の意志があっ て 初め て ス タ
ー

トする」　 （真板 ・海津，1995：4）、　「地元 に とっ て は村づ くりに もつ なが る」　（山極，1996：204）

等と、地域住民 の 意志や ア イデ ン テ ィ テ ィ に踏み込ん だ指摘 もみ られる 。 計画策定や実践過程 に

際 して市民参加の必要性 も論 じられ （真板 ・海津，1995：4；伊藤，1997 ：22 ；西村，且998：52）、地域

振興 や内発的発展 の 選択肢 として とらえ る こ とが提起され て い る （敷田，lgg4：12）。

　 「観光地 と して 整備 された場所 で な い 地域に 観光を持 ち込む業」　（海津 ・僑本 ・真板，1997 ：

55）である エ コ ・ツ
ー

リズ ム は 、当該地域に とっ て 、基本的に は外部の論理で ある 。 したが っ

て、地域住民は 「取 り込む」　「組み入れ る」対象で あ り、 また外部か らの 研究者や 自然保護団体

が 良心の もと 、
エ コ ・ツ

ー
リズ ム の 考え方を 「啓蒙」　「啓発」する対象と位置づ けられる 。 当該

139

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

菊地 ：エ コ ・ツ ーリズ ム の 分析視角に 向 け て

地域 の 問題は 「環境教育」や 「住民参加」の 問題 と して扱われ る の で ある （伊藤 ， 1997；西村 ，

ig98）。 そ こ では 当該地域住民の 「生活 と生存の 実在か ら学び 、 住民自身に よる主体的な判断力

に待つ とい う姿勢」　 （嘉田，1998：120）は ほ と ん どみ られない の で ある 。

　エ コ ・
ツ
ー

リズ ム の 社会性 に注 目 し、文化生産 の場や ア イデ ン テ ィ テ ィ の 政治学の 場 として と

らえる観光人類学的研究で は、たとえばエ コ ・
ツ
ー

リス トと地元 の 人 び ととの 間 にあるギ ャ ッ プ

に注目 した研究が行なわれ （橋本 ，
1ggg）、自然で はな く住民の 主体性や 創造性に力点が 向けら

れ て い る 。 けれ ども、エ コ ・ッ
ー

リズ ム に言及 した観光人類学的研究に して も 、 どちらか とい う

と エ コ ・ツーリ ス トや研究者、自然環境主義者の 文化生産 に よ り焦点が当て られ て い る （江口 ，

1998；池田 ， 1996b；太田，1996） 1
％

　 この ように エ コ ・ツーリズ ム研究に おい て 、地域の 生活の論理や文化、地域住民の 主体性は、

一
部の観光人類学研究を除 い ては見落とされた ままである。 したが っ て 、全 く行われ て い な い 環

境社会学や観光社会学 とい っ た杜会学的視点か らの研究が もとめ られ よう。で は、なぜ地域や地

域住民 は見落 とされて しまうのだろ うか 。
エ コ ・ッ

ー
リズ ム研究にお ける 「自然」を問い 直すこ

とか ら、こ の 問題 を検討 して み よう。

3．エ コ ・
ツ

ーリズ ム に お ける 「自然」 とその 再定位

3．1．エ コ ・ツ ーリ ズ ム 研 究に お ける 「自然」の 位置

　 エ コ ・ツ
ー

リズ ム を構成する重要な要素で ある 「自然」は、　「国立公園などの保護i地域ある

い は同等の 自然及 び文化資源のある地域」　（伊藤，1997：16） 、 「どこに で もあ る自然環境で は

な く希少性ゆ え貴重 とされ る場所」　（西村，1998：46）、 「保護 され 、荒 らされて い ない 自然資

源や 文化資源 を持 つ 地域」　（海津 ・橋本 ・真板，1997：57）、　「手つ かずに近 い 自然」　 （敷田，

1994：6）とい っ た 言説か ら明らか なよ うに、　「単なる 自然地」で は な く 「保護地域」などの それ

と位置づ けられ て い る 。

　自然は 、 研究者 （主 に生態学や 生物学）に よっ て調査研究 され、そ の成果 が 自然保護の体系や

観光商品の 中 に活か され る こ と が求め られ る （伊藤，1992：12；敷田，1994：6＞ 。 「資源 の 価値付

を研究者が行 い
、 それ を地域住民が受け とめ て 」　（海津 ・橋本 ・真板 ，

1997：57）とい うよ うに、

研究者は 自然を再発見 し、資源 として評価する主体 として重要 な位置 をしめて い る。自然は、自

然生態学とい っ た科学的知識に よっ て 、 保護地域 とい うよ うに他の 自然 と差異化され る 。 そして

「無垢の 自然」 と して 「消費される 自然」と い う 「商品」になる の であ る 。

3．2，創 られた 「自然」

　 「保護地域」　「自然地域」　「国立公園」等の 思想的背景に は、　「原生自然」とい う自然の 本質

的価値の 観念を指摘で きるが （鬼頭，1996：103−104）、そ もそ も、　「原生 自然」や 「貴重な 自

然」　 「自然との 共生」 とい うエ コ ・
ツ
ーリズ ム対象地に と もな うイ メージは、当該地域に 生活 し

生業 を立て て 暮ら して い る人た ちで は な く、都会人が都市に ない もの を求め て 創るもの で ある。

自らの 理想 とする想像 ヒの 自然を現在に読み 込ん で 、固定 して しま う視線の あり方は 、エ コ ・
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ツ
ー

リズ ム研究に しば しばみ られ る 。　「創られた伝統」 とい う議論 に もかかわるが 、 原生 自然と

い う 「真正性 （authenticity）」は、客観的だと見られ る学問 的見地か ら提出され た として も、歴

史的 ・地域的に形成 された もの であ り、諸主 体間の相互 交渉の 中で 生 じる近代的概念 と して とら

える視点が求め られ るだろ う ｛8 ｝
。 「自然自体が さまざまな入間の 手によ っ て改変 されて い る限

り 、　『原生 自然』は ひ とつ の 理念型にす ぎ」　 （関，1996：463＞な い の で ある 。 こ の ような原生 自

然概念は、ア メ リカ の 国立公園や保護区が人間と自然 との 多様 なかかわ りあい 方を断 っ た上で 成

立 して きた こ とか らもわかる ように、多くの 場合地域住民を排除 し、科学的管理 へ と
一

元化 して

し まう。

　そ うした
一
元化された 自然へ の かかわ り方 に対する違和感が表明され て い る 。 た とえば中島成

久は 、　「な ん の取 り得もな い 小 さな過疎の 島であっ た」屋久島が 、 現在で は 、　「世界的にも貴重

な 自然が ある島 、 生命あふ れる環境の 島」 に な っ た こ と に大きな落差を感 じ、屋久島の 自然が過

去たどっ て きた開発の歴史や屋久島の 人間 の 生活をも消去 して しまう 「自然の 宝庫屋 久島」と い

う言説に疑 い をかけて い る 。　「屋久島全体が
一

つ の 意味空間」で あるの に、 「奥岳域の み を切 り

離 して保全する とい うの は、屋久島の伝統的な世界観か らは信 じられない 意味空間 の 分割」　（中

島，1998：206＞な の で あ る 。 白神山地の 保護管理問題 を論 じた鬼頭秀
一

も、MAB （Man 　and

Biosphere）計画に
一
定の 評価 を与えなが らも、人間 と自然との かかわ りあい の あ り方の 多様1生に

欠けて い る と指摘 して い る （鬼頭 ，
1996 ：234） 。

3．3．「自然 」の 再 定位

　エ コ ・
ツ
ーリ ズ ム が 自然保護に お け る 自然観の 変化 と地域住民 の 生活へ の 着目 と密接にかか

わる点は
、 自然保護 と して も観光開発 と して も画期的 で ある 。 けれ ども、力点 を地域住民の 生

活で な く自然 に置 くならば、 「自然環境主義」　（鳥越 ， 1997：19）の価値観 に立脚 したエ コ ・ツ
ー

リズ ム論 とい えよう。 そ こ では、人間と自然の かかわ り方を地域か ら切 り離 した上 で 、 両者の あ

るべ き関係 を考えて い る 。 自然は資源の持続的利用とい う観点か ら、国立公園や保護地域とい う

ように国家や行政に よ っ て 「公的」に管理 され る 。 そ の
一一

方で 、当該地域住民に よる 「共的」 な

所有や 利用、管理の あ り方や 生活の 論理に つ い て の 関心や 配慮は ほ とん どみ られない 。けれ ど

も、地域住民 の 自然へ の かかわ りの あ り方や共的な自然管理 と利用は、自然 を持続的に資源とし

て利用する とい う点か らも、社会的公正 とい う点か らも注 目され て い る 〔9・　）

。 ゆえ に エ コ ・
ッ
ー

リ ズ ム が持続可能で ある ため に 問われなければ ならない の は、当該地域 の 人び とが 日常的な実践

の なか で 、自然や生物 とどの ように かかわ り、どの ような認識 をもち 、 どの ような社会関係の も

と に 生活や 生業を営ん で い る か、な の で ある m  

　そ もそも 、 自然は 人間の 社会的 ・歴史的文脈か ら切 り離され るもの で は ない
。 自然 を地域社会

に とっ て外部的な存在 とする 見方や、観念的に規定する方法に批 判 を加 え、社会的存在 と して 理

解する こ とが もとめ られ よう。自然は社会的存在で あ るととも に 、 社会も自然の 内部で 構成され

て い る （丸山，1997；150） 。 自然は 、 その 自然 を現在の 姿に改変 し、維持して きた人 間社会の 、

と りわけ地域 （community ）レベ ル で の 生活や生業、文化との 相互連関の うち に と らえ られ うる

（関，1996：463） 。 すなわ ち、自然は地域社会の社会的 ・歴史的な構成物で あ り、　「人 間と自然
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菊地 ： エ コ ・ツ
ー

リズ ムの 分 析 視 角 に向 け て

との か かわ りの 歴 史、人間 と入 間 の 関係 の 歴 史」が 「内包され た 自然」　 （宮内，1999 ：39） とと

ら え ら れ る もの で ある 。

　こ の よ うに考える と 、
エ コ ・ッ

ー
リズ ム の 対象と な る 自然は 、学術的 に序列づ けら れ た もの

や 、　 「地域の 中にい くつ かの 限られた美 しい 景観や 自然、大事な文化財や記念物がある」 との 考

えか ら導 き出 される もの だけ で はな い
。 「地域 の 中にあるすべ て の 素材 に価値」がある との考え

か ら把握 される もの で もある （吉兼，1998：139） 。 けれ ど もエ コ ・ツーリズ ム の対象と される 自

然は、 「内包 され た 自然」そ の もの で はあ りえな い 。
エ コ ・ッ

ー
リズ ム とい う観光の力関係の 中

で 「無垢の 自然」や 「消費 され る 自然」 とともに顕現する もの と して とらえ うる 。　「内包 された

自然」が研究者等に よっ て 「無垢な 自然」や 「消費す る 自然」とされる の が エ コ
・

ツ
ー

リズ ム で

ある し、逆に その こ とで 地域住民が 自然 を対象化する ともい える 。 重 要な の は、エ コ ・
ッ
ー

リズ

ム とい う社会関係の なか で 、地域住民が文化として の 自然を 「操作で きる対象として新たに作 り

上 げ る」　（太 田，1993；391＞主体で あ りえる か ど うか なの で ある c］T）
。

4，エ コ ・
ツ

ー リズ ム と地域 の再 構築　砂浜美術館の事例 よ り

4．1．エ コ ・ツ
ー

リズ ム へ の視点

　 エ コ ・
ツ
ー

リズ ム は観光の
一

形態で あり、基本的に は不均衡な力関係 （ホ ス ト
ー

ゲ ス ト、地方

一
中央 と い っ た）か ら成 り立 っ て い る

。 けれ ど も、こ こ で は エ コ ・ツ
ー

リズ ム に お け る力関係を

固定 しその 問題を糾弾 した い の で はない
。 近年の 観光人類学や 人文地理学 、 民俗学の 諸研究は 、

観光におけ る外部の 論理は当該地域に
一方的に押 し付けられ るのではなく、ホ ス ト住民がそれを

積極的に取 り込ん で 、巧み に自己表象や地域ア イ デ ン テ ィテ ィの 創出 、 地域活性化 に役立 て るよ

うに 加工する過程 に注目 して い る （太田，1993：山下編，1996；川森，1996；福 田，1996；森田，1997；

山下，1998） 。 当該地域や 地域住民 へ は、　「万人 の 共有財産」　「イ ン タ
ー

プ リタ
ー
」 と い うイ

メ
ージが ともなうよ うに、エ コ ・

ッ
ー

リズム は外部 の 論理と して作用する
一一
方で 、同時に 「内部

の論理 （た とえば内包 された 自然）」 を外部社会に 理解可能な形 に加工 して、 「貴重な／価値あ

る」 自然 と い うもうひ とつ の 「公共性」と し て提示する媒体 ともな りうる 。

　本稿で は、エ コ ・
ツ
ー

リズ ム に おける力関係 を前提 と しなが らも 、 当該地域 の 住民が エ コ ・

ツ
ー

リズ ム とい う装 置 （メデ ィア）を用 い 、外部か らの枠組 （たとえば、自然保護、環境問題）

や表象 （原生 自然等）を受け入れ なが ら 、 それ を加工 し 、
い か に して 自らの 生活 を組み立て 、地

域 を再構築 して い くの か とい う問題 を考察 した い 。 それは、エ コ ・ツ ーリズム を地域 、 地域 文

化、環境文化が さまざまな関係の 中で意識化され、創 られて い く媒体お よび過程 として とらえ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 おお がたち よ う

こ とで もある。高知県大方町 の砂浜美術館の 実践か ら、こ の 問題に つ い て考察してみ たい
CT2j

。

4．2．「考 え方」として の 砂浜美術館

　高知市か ら西へ 103kmの 高知県西南部 に位置 し、西 に四万十川 で 有名な中村市 、 東に 鰹 の
一

本

釣 りで有名な佐賀町に挟 まれ た高知県大方町は、年平均気温約 17℃と温暖で ある 。 人口は 1996年

10月現在で 10，801人 、わずかずつ であるが減少 して い る 。 その大方町に 1989年夏に 開館 （開館式
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は 1990年4月 1日） した 「砂浜美術館」は、4km に わた る 「入野の 浜」に 365日、24時間オ
ー

プ ン

し て い る こ とに な っ て い る 。 け れ ども、入野 の 浜に は美術館ら しい 建物は ど こ に も建 っ て い な

い o

私 た ちの 町 に は美術館 が あ りませ ん。美 しい 砂浜が 美術館 で す。もの の 見方を変える と、い ろ い ろ な

発想がわ い て くる。四 キ ロ メ
ー

トル の 砂浜 を頭の 中で 「美術館」にす る こ とで 、新 しい 創造力 が わ い て

くる。砂浜が 美術 館だ とす る と……

　砂浜美術館 とは、砂浜、松原、らっ きょ う畑、海 とが織 りなす風景そ の もの を美術館 と名づ

け、そ の こ とに 「意義」 と 「主体性」 を見出す こ と に よっ て 新 しい 価値観 を創造 しようとする

「考え方」なの である。　「私たちの 町に は美術館が ありませ ん。美 しい 砂浜が美術館です」とい

うコ ン セ プ トは、もの の見方が変わるこ とで い ろ い ろな発想や新 しい 創造力が わ い て くる考え方

として、人間が生 きて い くため に大切なこ とをみつ ける哲学 として 位置づ け られ て い る （砂浜美

彷テ負官，　1997：16）　。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さみっとれん

4．3．手段 と しての Sea　Side　Ga”ery と主体 と しての 「砂美人連」

　自然の 中に作品を見 つ ける とい う砂浜美術館 とい う考え方は、考え方だけ で は なか な か伝わ ら

な い
。 砂浜美術館の 考え方を広 く具体的に伝える手段が 、砂浜美術館の特別展示作品 と位置づ け

られ る 各種の イベ ン ト、Sea　Side　Galleryで ある。　「T シ ャ ツ ア
ー

ト展」　「砂の彫刻展 （1994年に

中止）」　「漂流物展」　「松原再生」　「らっ きょ うの花見」　「ホエ ー
ル ウ ォ ッ チ ン グ」　「シー

サ イ

ドはだ しマ ラ ソ ン」　「エ コ ・ツ ア ー」などがある 。 幾 つ か紹介 しよう。 漂流物展 。 　「私たちは環

境問題 に もちろん関心 を持 っ てい ますが 、 『ゴ ミを砂浜に捨て な い ように しま し ょ う』 とい う説

教 じみ た 『看板』を出す ような こ とはあま りや りませ ん 。　『漂流物』を単な る 『ゴ ミ』 とい っ た

無機質で味気な い 物 として とらえる の で はな く、もっ と多角的に、そ して時に は 『漂流物』に ス

ピー
チ をさせ なが ら 『人間と自然に とっ て大切な こ と』 を考え て い くの が砂浜美術館の 『漂流物

展』と考えます」　 （砂美人連，1992）。ヤシ の 実、缶、ビ ン とい っ た さまざまな漂流物を展示す

る漂流物展で は 、た とえば外国生活用品に 「私たちが 何気な く流 し た もの が こ うし て どこ か 遠 い

島の 美しい 砂浜を、醜 く汚 して い る可 能性 が あ ります」と い っ た メ ッ セ ージ をつ け た りして い

る 。

　エ コ ・ツ ア
ー

。 大方 町で 1994年に開催された国際ホ エ ー
ル ウ ォ ッ チ ン グ会議な どで 、 主 に海外

の 研究者な どか らエ コ ・ッ ー
リズム の理念の 導入の必要性が指摘 され て きたが （国際ホ エ ール

ウ ォ ッ チ ン グ会議実行委員会，1995：41）、1995年4月にホ エ
ー

ル ウ ォ ッ チ ン グや砂浜美術館構想

にその 理念の 導入 を試みる 「エ コ ツ
ー

リズ ム 研究会」が組織 され た 。 身近な自然、文化、歴史を

再発見する観察会や学習会、ホエ ール ウ ォ ッ チ ン グや 四万十川で の 生態系の 学習 、 天 日の 塩づ く

り体験な ど小 人数の ツ ア
ー

が実施 され て い る 。

　砂浜美術館の 構想を推進す るため の 「核 となる民間組織」 として位置づ けられ て い る の が 「砂

美人連」で ある 、 現在40名程が加入 してお り、メ ン バ ー
の職業は、農業、自営業、団体職員、 公

務員等とさまざまで あ るが 、 大方町職員が多 くを占め て い る 。 大方町で 生まれ、育ち、働い て い
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菊地 ：エ コ ・ッ
ー

リズ ム の 分析視角に 向 けて

る人 た ちが 多い が、町外の メ ン バ ーもい れば、移 り住ん で 砂浜美術館に共鳴 して 入 っ た人もい

る 。 男性が圧倒的に多く、女性 の メ ン バ ー
はほ とん ど い な い

。

4．4，砂浜美術館の まなざし

　 イベ ン トをするだけなら、何 も砂浜 を美術館 と見立 て る コ ン セ プ トに まで 高める必要は ない だ

ろ う。 砂浜を美術館 と見立て る こ とは、 「人と自然の付 き合い 方」 を考えるなかか ら自分た ちの

住む町、大方町で生 きる こ と、私たち の まちだか ら こ そで きる こ と＝ナ ン バ ー
ワ ン よ りオ ン リ

ー

ワ ン （松本，1991； 1994）を発見するため の手法 なの で ある 。た とえば、開館式 をする際、館長

が い ない となる と 「鯨 を 『漁 の 対 象』と しなか っ た大方町では鯨はジ ャ マ 者だ っ た 。 それ を見る

もの （作品〉と考える こ とで鯨は
一

躍入気者とな っ た」 と地域の 歴史が述べ られ る （］31・。けれ ど

も、砂浜美術館は大方町 で 歴 史的 ・社会的に培われ て きた 自然 との かか わ り方そ の もの を再現 し

て い る わけ で はな い
。 砂浜美術館は、 「自然豊か な地方」とい うイ メ ージ が 中央か ら創造 され る

こ と に よ っ て メ ッ セ ージ として作用する とい う意味で、歴史的な中央
一

地方関係に規定され て い

る 。 けれ ども、そ うしたイメ ージや関係を流用 し巧み に逆転 させ 、自らの生活を組み立て直す実

践 ともい える。大方町 の 自然、文化、歴 史が体系的 につ なげ られ 、意味付 られ る過程お よびその

結果が砂浜美術館であるが 、 それは砂美人連を中心 とした大方町の 人び とが、外部 との 関係性の

なか で 「操作で きる対象」 と して 創 り上 げて きた もの な の で ある
“ 4） 。そ こ で の 自然は、　 「内包

された 自然」や 「消費され る自然」と
一
義的 に規定され る もの で はな く、両者の 間に便宜的に位

置づ けられ る もの で ある
II5

 

　当該地域住民 の 主体性が前面 に 出 て い る砂浜美術館で も、外部の 人 （コ ン サ ル タ ン トや デ ザ イ

ナ
ー
、写真家）た ちとの 出会い が 砂浜美術館とい う考え方を生 まれ させ た し、そ の 後もさまざま

な専 門家 を取 り込 み
、 外部の まなざしを積極的に取 り入れ て い る 。 特に注 目 したい の は 、砂美人

連 の 人た ちの 多 くは、大方町に 生 まれ 、高校 を卒業 した後、地元 に就職 した点 で 「定住民」 とい

えるが、大方町で住 む こ と 、 生活す る こ とを主体的に選択 した点で 「選択的土着民」 と自ら名

乗 っ て い る こ とで ある 。
つ ま り、 「よそ者」 と 「地元」、　「漂泊」 と 「定住」とい う関係性の 中

に、自らを常に位置づ けし直す視点か ら地域 をとらえ直して い る の で ある 。 大方町 とい う 「地域

的」な視点 と、入 と自然の付 き合い 方、環境問題 とい っ た よ り 「普遍的」な視点 との往復作業が

ある。したが っ て砂浜美術館は、外部に理解不可能で は な く、理解可能な メ．ッ セ ー
ジ として提示

され
痴

、そ して外部か らの賛同者 を新た に得た り、専 門家か ら知識、情報、技術 を導入する メ

デ ィ ア ともなりうる の で ある。た とえば漂流物展は、黒潮が流れ て い る大方町 だか らこ そ で きる

もの で ある が 、そ こ に環境問題 とい う意味が付与され て い る 。

　砂浜美術館 の 実践は
、 日常的で意識 しな い

、 言葉にする こ とが難 しい 地域 の 自然や文化や 歴史

を、　「人 と自然の 付 き合い 方」とい っ た外部社会に理解可能な論理 に変換 し、提示 する こ とに

よ っ て 、 自ら住む地域 をとらえ直 し 、 大方町を自分たち に とっ て 「生 きる価値の あ る場」　（池田，

1996 ：88）と して い る 。 砂浜 を美術館に見立て る こ とは、置 き換えた り取 り替えた りする こ とが

で きな い 、自らの 住む町
「「
らしさ

”
を創造 するため の 手法な の で あ る 。　「人間 と自然 の 共生」の

み ならず、 「人間と人間」の かか わ りで あ り、大方町で 生 きる こ と こそ、 「人と自然の付 き合 い
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方」と い う砂浜美術館の 哲学で あ り、実践 なの で ある （17 ） 。

5，おわ りに

　 こ れ まで の エ コ ・
ッ
ー

リズ ム研究にお い て 、 当該地域住民 に と っ て エ コ ・
ツ
ー

リズ ム が外部の

枠組み と して働 くこ と に関心 をあまりよせ ずに、自然保護の手法 として の 可能性や持続可能な観

光 として の 可 能性が論 じられ て きた 。 それ に対 して 、本稿は、当該地域住民がエ コ ・
ツ
ー

リズ ム

とい う外部の枠組み を受けとめ て 自らの拠点か ら生活 を組み 立て 、地域 を再構築 して い くとい う

問題 を検討 して きた。

　砂浜美術館が展開する 大方町 の 自然は 「原生 自然」 で は な い し、 と くに著名な文化財や記念物

が あるわけで もな い
。 国家や行政 に よっ て保護区が設定され て い る わけで もな い 。 砂浜美術館の

実践は、　「本物で は ない 」と否定的に評価される もの か もしれな い
。

エ コ ・ツ ーリズ ム を通 して

他者を表象する方法は 、 研究者や 自然環境主義者 とい っ た人た ちが中心であっ た 。 けれ ども資源

を提供する側 と位置づ けられて い た人びとが、逆に 自己 を表象す るため にエ コ ・ツ
ー

リズム を利

用 して い る。
エ コ ・ツ

ー
リズ ム に取 り込 まれ て い る とい うよ りも、エ コ ・

ツ
ー

リズ ム を取 り込 ん

で い る の で ある 。 その実践は、日本で の エ コ
・
ツ
ー

リズ ム の 展開における地域 の 主体性や地域文

化 の 創造 、 地域の 持続的な発展 とい っ た重要な論点 を提供 して い る
t，LB］ 。

　 エ コ ・ッ
ー

リズ ム は新 しい 自然保護 の 手段として 、特に そ の経済的手段 と し て注 目 さ れ て い る

が 、実際に 自然を保護す る とい うよりも、む しろ 自然や環境へ の意識を創 り出す媒体ととらえ う

る 。
エ コ ・ツーリ ズ ム に よ っ て 、当該地域の 自然を保護 した り、 自然 との かかわ り方や文化が復

活、再現す る とい うよ り、 自分たち の住む地域 や 白然へ の 自意識が形成 され る の で ある 。 当該地

域住民が、外部から形成される 自然 とい うイメ ージを媒介に して構造的に埋 め込 まれ た場を 「生

きる価値の あ る場」 に変換す る 。 それは 、
エ コ ・ッ ーリズ ム に よっ て地域が再構築 される とい う

こ とで もある （野田，1997；菊地，1997） 。
エ コ

・
ツ
ー

リズ ム 対象地 は、主に研究者や 自然環境

主義者な どに よっ て 固定的な実体 として本質化 され て しまい が ちで あるが、むしろエ コ ・ッ
ー

リ

ズ ム を軸 と した新たな地域性が創出される ダイナ ミ ズ ム に 目を向け る べ きで あ ろ う 。 そ の ダイ ナ

ミ ズ ム は、当該地域住民の 自律性や 主体性の 回復 とい うよりも、エ コ ・
ツ
ー

リズ ム とい う観光の

力関係を甘受しなが ら も自律性 を積み 上 げて い くとい う二 律背反 的過程 と して とらえ られる もの

で ある （菊地，1997：267）。

　その 際重要に なっ て くる の が、　「よそ者」的視点で ある （鬼頭，1996，工998＞。
エ コ ・ツーリ

ズ ム の ばあい 、自然を資源 として価値づ ける 「研究者」の役割が重要で あり、西表島や屋久島で

は 、 担い手の 多 くは よそ者で ある し C19）、エ コ
・

ツ
ー

リス トは まさに よそ者であ る 。 中央か らの

研究者や 自然保護団体をは じめ としたよそ者は、そこ に住み 生活 して い る 人に権力を持っ た強者

として 立 ち現れ て くる こ とが往々 に して み られ る 。 けれ ども研究者 とい っ た専門家は多面的に問

題 に かか わ っ て お り、 「住民／ 専門家」と い う図式 自体乗 り越え られる べ きで あろ う （野田，

1996）。エ コ
・

ッ
ー

リズ ム を論 じるばあ い 、 「よそ者」が もた らす普遍的な視点と 「地元」の 地

域 的、生活的視点との パ ース ペ クテ ィブの ズ レとそ の 相互変容とい う問題 は、きわ め て 重要 で あ
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菊地 ：エ コ ・ツ
ー

リズ ム の 分析視 角 に 向 けて

る し、さらに砂浜美術館の 事例 で みた ように、 「よそ者／地元」関係は 固定的で は なく、可変的

に とらえ る こ とが もとめ られ よ う C2°J 。

　エ コ ・ツ
ー

リズ ム が導人 される地域 に お い て 、 た とえば資源 の 発掘とい うよ うな問題が議論 さ

れ 、調査 され 、あ る場合に は 紛争化する な か で 、地域が と ら え直され 、 「地域像」そ の もの が 変

容 し、再構築 され て い く。 重要な の は、 「よそ者」的視点 と 「地元」的視点の往復作業か らの

「地域の固有性、すなわ ち歴史 ・文化 ・風土 の 再解釈」　 （野 田 ， 1997）で あ り、そ れ は 「環境文

化」　（吉兼，1996）の 創造 へ とつ なが っ て い くか もしれな い
。

注

（1）本稿で は
、 引用を除い て 、エ コ ッ

ーリズ ム で は なくエ コ ・ッ
ー

リズ ム と表記す る 。 それ は、エ コ ・ツ
ー

　　リズ ム をツ
ーリズ ム に エ コ ロ ジーが付け加え られ たもの ととらえる からで あ り、歴史性 と社会性を帯 び

　 た観光の
一

形態 と して と ら え るか らで もある 。

（2）筆者が 知 っ て い る 限 り、1990年以 前 に は エ コ
・

ツ
ーリ ズ ム 関連 の 日本語 の 論文

・文献 は 発 表 され て い

　 ない ようで ある。1990年から 『国立公園』誌上 で エ コ
・
ツ
ー

リズ ム の 概念や事例が 紹介 され 始め 、1994

　 年 か ら 日本 旅 行 業協会の 機関 紙 『JATA 　NEWS 　LETTER 』で もエ コ ・ツ
ー

リズ ム に 関す る 連載記事が始

　 まっ た。1995年以降、エ コ ・
ツ
ー

リ ズ ム を扱 っ た論文、報告書、文献、ガ イドブ ッ ク が急速 に 増えて き

　 て い る。

（3）屋 久島や 白神山地、西 表島 とい っ た幾 つ か の 地 域 で エ コ ・
ツ
ーリズ ム の 実 践 に 向け た動 きが 具 体 化 し

　 て い る （市川，1995 ；滑志 田，1995 ；海津
・
橋本

・
真板，1997） 。 1998年3月 に は、エ コ ツ

ーリズ ム推進協

　 議会が 発足 した。沖縄県で 開催 され た 設立 記念 シ ン ポ ジ ウ ム に は、筆者 も含 め約40  名が 参加 し、国内外

　 の 事例発表 を 中心 に 、エ コ ・ツ
ー

リズ ム の 現状 と課題が 議論され た （エ コ ッ
ーリ ズ ム 推進協議会編，

　 1998）。

（4） 日本 交 通 公 社 調 査 部 （1994） に よる と、観光 資 源 は 自然 資 源 と人 文 資源 に 大 別 され、観 光 資源 の 評 価

　 基 準 と して 、特A級、A 級、　 B級、　 C 級の 四 ラ ン クが 用 い られ て い る 。
エ コ

・
ツ
ーリズ ム の 主 要な 対象地

　 とな る 国立 公 園や 特別 天 然記 念 物は、自然資源 の 特A 級、A 級 に位 置づ け られ て い る 旧 本交通 公 社調査

　 吝β，　1994：37−42）　。

（5）エ コ ・ツー
リズ ム をめ ぐる外部の 論理 と当該地域の 論理の 問に ある 「外部の 目がある 地区 を公園 に しよ

　 うと した と きに、内部 の 目 は そ の 地 区 を庭 に す る 」　（鳥越 ，1997 ：201） と い う微妙 な 差 に こ そ、住 民 の

　 主 体性 を認め る こ とで もあ る。

（6）江 口 q998 ） や 海津
・
橋本

・
真板 （ig97） を参考 に した。

（7） こ こ で は、エ コ
・

ッ
ーリズム を対象 と した観光人 類学的研究 に限定 して こ の よ うに述 べ た が、近年の

　 人類学的研究で 生活者の 主体的、創造的な流用 に焦点が当て られ て い る こ と を否定 して い る わ けで は な

　 い o

（8）観光資源と して の 国 立公園の 成立過程を検討 した荒山正彦 は、　「こ れまで 所与 の 実体 で ある と考え ら

　 れ て きた純 粋 な 文 化 や 文化の オーセ ン テ ィ シ テ ィ は 、実 は 研究者 （記述者）が描 きあげた フ ィ ク シ ョ ン

　 に過 ぎな か っ た…
純粋 な文化 と は

一
見 相反 す る かの よ うに お もわ れ る観光現象が 、文化 の オ

ー
セ ン テ ィ

　 シ テ ィ を生産 し維持す る シス テ ム で ある」 と して い る （荒山，1995：795−796）。

（9） た と えば熊本
．一
規 は 、持続可能 な開発の 三 条件 と して 、（1）自然 と地域住民 の 生 活 との か か わ り、（2）地

　 域資源 に対す る 地域住民 の 主権 ・確立、（3）地域資源に 対す る地域住民 の 集団的権利、を指摘 して い る

　　（熊 本，199S：88−90）。こ の よ うな 議論 は 、近年 コ モ ン ズ論 と して 注巨 され て い る 。

（10） この 点に 関 して、 「最後の 秘 境」との イメ
ー

ジが付ラされた西表島の ばあい 示唆 に富ん で い る 。　「イ

146

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

論 　 　文

　リオ モ テ ヤ マ ネ コ 」 をめ ぐっ て 、 「ヤ マ ネ コ を保護す る た め に 島民 は移住 す るべ き だ」 とい うあ ま りに

　も住民生活を無視する 勧告 〔ラ イハ ウゼ ン勧告）が提唱 され た こ と もあ り、 「ヤ マ ネコ か 人間か」 と保

　護派 と開発派 との 対立が 深刻化 した時期が あ っ た （1975年一1983年頃）。こ こ で は、主に研究者 や本土か

　ら移 り住 ん で きた 「よそ 者 」が 「普 遍 的 ・科学 的 」 と され る見 地 か ら保護を主張 し、島に生 活が 根づ い

　て い る住民が 「生活」 の 論 理 か ら開発 を主 張す る とい う現象が み られ た 旧 米民間環境会議
・日本側組

　織合同委員会，1981i39・53＞。そ の 後、九州大学や 琉球大学 の 研究者 に よる調査 に よっ て 、保護 を優先す

　 る あ まり、農業を止 め て しまえば、ヤ マ ネコ の 餌 もなくな り、保護 に つ なが ら ない こ とが わ か り、 「ヤ

　マ ネコ も人 間 も」と両 立を探 る発展を模索す る よ うに な っ た。こ う した経緯 をふ まえ、環境庁 の エ コ ・

　 ツ
ー

リズ ム の モ デ ル 地 域 に 選定 され、島 民 と の 協 力 に よ る 資源 調 査 が お こ な わ れ た 。こ の 調 査 を通 して、

　島民 です ら知 らな か っ た資源が抽出 され た り して、島の価値に対す る再認識 が始まっ て い る とい う。20

　年 間 に わ た る 自然保護 と生 活 との 調和 を さ ぐる方 法 と して 到 達 した の が、エ コ ・
ツ
ーリズ ム で あ っ た と

　 い う （真板 ・海津，1995、1996；海津
・
橋本

・
真板，1997）。

（11）ただ し、地域住民 の 意識的、主体的な実践 に限定す る ならば、　「『非
一

貫性』や 『雑種性』をは ぐく

　んで い る 『生 活 の 場 』 を捉 えそ こ な っ て 」　（小 田，1996：848） しまう とい う問 題 が あ る だ ろ う。

（12）紙面 の 関係か ら 、 砂浜美術館の 実践 そ の もの を詳 し く論 じる こ とは で きな い
。 砂浜美術館 〔1997）菊

　地 （1998；　1999a；1999b） を参照 され た い
。

（13）砂浜美術館 の 作品に あげ られ る ホ エ
ー

ル ウ ォ ッ チ ン グ は 1989 年か ら始め られ、1994 年に は 国際会議 が

　開催 される な ど、ニ タ リク ジ ラが定住する数少ない ポイン トとして、日本の みならず海外からも注目さ

　 れ て い る。ホ エ
ー

ル ウ ォ ッ チ ン グ と砂浜美術館 の 活動 は、同 じ1989 年 に始まっ て い るが 、両 者 は 有機 的

　に結びつ い て い る とは い えない し、 「鯨を邪魔もの」と して とら える漁師もい る だろう。 た だ、大方町

　民 は、ホ エ ール ウ ォ ッ チ ン グ を通 して 、クジ ラ の 価 値 を 「観 光 資 源」 の み な らず 、 「海 の 豊 か さを示 す

　生 物」　「自然 を理 解する の に役立つ 生物」　「自然を構成する上 で い な くて は な ら な い 生 物」 とい う よ う

　 に 生態系重視の 意識 と結 びつ けて 評価 して い る （水野，1997＞ 。
つ まり、ホエ ール ウ ォ ッ チ ン グ は 自然

　 の 豊 か さや 環境問題 と結 びつ けて と ら え られ て い る。

（14）たとえば、砂浜美術館 の 考え方で は、大方町の 生活や 文化 は、以下 の よ うに とらえ直される。　「僕 は

　毎 日の 生 活 そ の もの が 文化 な ん じゃ な い か と考えて い ます。コ ン サ
ー

トを開 く文化 ホ
ー

ル が な い 。美術

　館が ない 。博物館が ない 。そ うい うこ とで あなたの 町 の 文化度が 低い とい われ て も困る。大方町 に は東

　京 ドーム は あ りませ んが、逆 に い え ば東京 に は 四キ ロ メ ートル の 砂浜 はあ りませ ん 。 十万本 の 松原 を東

　京 に 作 る と した ら一体い くら必要 で すか。ま して や ニ タ リ ク ジ ラ を東京湾 に 定住 させ る と した ら、国家

　予算 で もむ ずか しい ん じゃ ない か と思 い ますね」　 （畦地和也氏） 。 砂浜や 松原や 鯨を東京 ド
ー

ム や 金銭

　的に換算する こ と自体、中央か ら の まなざ しで ある が 、それ を い わば 流用 し、力関 係 を逆転 させ て い る 。

　 もちろ ん 、砂美人連の 主張 だ けで 大方町を代表 させ て しまうこ と は、大方町の 内部 に ある さ まざまな．力

　関係 を捨象して し まう危険が と もな う。

（15） 「原 生自然」概念 や 「マ
ー

ケ ッ ト論」に もとつ い たエ コ ・
ツ
ー

リズム 論か らは、た とえば 鯨 との 関係

　の よ うに 、 地域 と密接 に は関係 して い なか っ た もの を使宜 的に取 り込む砂浜美術館 に は、何 の 「自然 1生」

　もな い とい っ た反 論 が予想で きる 。

（16）高知新聞の 投書欄 に は 以 下の よ うな意見が 寄せ られ て い る 。　「牛 まれ 育 っ た わ けで は ない が、父の 郷

　里 の 大方町は 、私 に とっ て もふ る さ とだ 。 大方 町 で 四 年前、砂 浜 美術 館 が ス タ
ー

ト した。設 立 で も開催

　で もない 。 こ の 美術館の ス タ
ー

トとは、入野 の 砂浜 の 環境 を ミ ュ
ー

ジ ア ム ととら える考え方 の 活動の 開

　始 だ うた。静 か で 力強 い 活動の 存在 で
、 自己紹介に1膰多本籍 を添 え る私の 自慢 の 種が 増えた 。

……
都会

　人が 、珍 しい もの を貴重が るの とは わ けが違う。 見慣 れ た風景 を見つ め 直 して 新 しい もの を生 み 出す、

　精神 の 産物 だ 」 c
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菊地 ： エ コ
・
ツ
ー

リズ ム の分析視 角に向 け て

〔17）紙面の 関係で 論 じる こ とが で きな か っ た が、砂浜美術館の 実践 は 町 内に十分 に浸透 して い る わ けで は

　ない 。町内で は、　「砂浜美術館 に お金 （町からの 補助金） をか けるの な ら、自分 た ち の 部落に 道路 や橋

　をつ け て ほ しい 」 とい う意見が 聞か れ る が 、そ れ に 対 して モ ノ づ くりで は な く考 え方 とい う論理 だ け で

　は 説得性を持ち得ない 。経済的効果 に結びつ く活動 を展開 して い くこ とが大 きな課題 で ある 。 また、砂

　美 人連 の メ ン バ ーは 、 女性が い な い な ど比較的同質的な社会層に 集中 して い る。以 上 の よ うな 問題 は、

　 「私た ちの 町」とい う時の 「私た ち」とは誰なの か、砂美人連だけなの かとい う重要な問題 を提起 して

　 い る 。

U8）エ コ ツ
ー

リズ ム 推進協議会設立 シ ン ポ ジ ウ ム で 下村彰男 は以 下の よ うに 述 べ て い る 。　「こ こ に お られ

　る皆 さん の 事例 は、や は り自然の 非 日常性、自然 の レベ ル が高い と こ ろ の エ コ ツ
ーリズム の 話 で、日本

　の 本来持 っ て い る 自然の 特徴とは、少し性格が違 うと思 うん で す。……日本 の 自然 と人間 との 関わ りは、

　そ うした 生 活に 密着 した所 に特徴が ある と思 い ます。そ して 、日本で エ コ ツ
ー

リズ ム の 展開を目指す時、

　そうい う目常性 の 高い 自然 を ど う取 り込 んで い くか とい うこ とは非常 に大 きい 問 題 で は な い か と思 うん

　で す。……や は り地域 の 自主 的 な関 わ りが 必要 とな る ん で す ね ，、そ れ は単 に経済的 に潤 うか ど うか とい

　う話だけで な く、地域の 文化形成 とか 景観形成 な どに 大 きく関わ っ て くる わ け で す」　（エ コ ツ
ーリズ ム

　推進協議会，1998：43）。 また村井吉敬 は、 「地域共同体を基盤 に した責任あ る ツ
ーリズ ム 」　（Community

　Based　Responsible　Tourism＞、　「地 域 共 同 体を基盤 に した永続可 能な ツ
ー

リズ ム 」　（Community 　Based

　Sustainab且e　Tourism）、　「人 間ベ ース の ツ
ーリズ ム 」　（Humanity　Based　Tourism）とい っ た 概念 が、イン

　 ドネシ ア の 現場 で 提唱 され て い る と報告 して い る （村 井，1998：105，111）。こ れ らの 議論 をエ コ ・ツ
ー

　リズ ム と地域 の 持続的な発展 とい う問題 と して 考 え る な らば、当該地 域住民が キ体で あ る こ とと当該地

　域 の 社 会 ・文化構造 と相対的 に 連続的 で ある こ とが 重 要で あ る とい え る だ ろ う。

（19＞筆者が 1998年9月 に 西 表島の 浦内川 で エ コ ・ツ ア
ー

を体験 した 際、ガ イ ドを され て い た方 は、新潟県

　と兵庫県 の 出 身で あ っ た 。 また、エ コ ツ
ー

リズム 推進協議会 に参加 した際、移動中の バ ス の 中で 耳 に し

　た 話だ が、どの よ う に して 地 域 に入 り こ み、理 解 して もら うか が大 きな問 題 の よ うで あっ た 。エ コ
・

ツ
ー

　リズ ム を導入す る よそ者が い か に地域 に住 み つ い て い くの か は重 要 な テーマ で あ ろ う。

（20） よ そ者 と して の エ コ ・ツ
ーリ ス トが、エ コ ・ツ

ーリズ ム の 体験 を契機 に、逆 に対 象地 の 人 々 が他 の 地

　域を訪れ た経験を契機 に、そ れ ぞれ の 「地元」 を よそ者的視点か ら見直 した り、自らの ラ イ フ ス タ イル

　を問 い 直したりとい う ように、当該地域住民＝地元、エ コ ・ツ
ー

リス ト、研究者等 ＝ よそ者 とい う単純

　 な図 式 は 当 て は ま らない 。
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TOWARD  A  PERSPECTIVE  OF  ENVIRONMENTAL

           SOCIOLOGY  ON  ECO-TOURISM:

RECONSIDERING  
"INHABITANTS,,

 AND  
"NATURE,,

KIKUCHI  Naoki

 Institute of  Natural and  Environmental Sciences

   HIMEJI  INSTITUTE  OF  TECHNOLOGY

128 Shou-uaji, Toyeoka,  Hyogo,  668-0814, JAPAN

     Recently, the term  
"eco-tourism"

 is used  as  a key word  fbr both sustainable

tourism  and  nature  conservation.  The  concept  of  eco-tourism  relates to local peopleJs

culture  and  life. Many  studies  argue  that eco-tourism  is a  new  type of  tourism  that can

revitalize  the local community,  partly by stimulating  local "environmental

 education"

and  
"community

 participation." But  these studies  do  not  always  investigate the

inhabitants' own  response  as hosts of  eco-tourism,  based on  their own  culture  and

relationship  to nature,

      The  purpose of  this paper is to  reconsider  the  social  relationship  between

inhabitants and  nature  in eco-tourism.  In response  to eco-tourism,  local people in Ogata-

cho,  Kochi  Prefecture, expressed  their own  concept  of  nature  by establishing  and

maintaining  the Sunahama Bijutsukan (literally, Sandy Beach  Museum). In doing so,

the local inhabitants utilized  eco-tourism  from outside to reconstruct  and  revitalize

their own  community  and  local identity.

    To clarify this point, we  must  reconsider  the concept  of  nature.  Natural scientists

have deemed  eco-tourism  important because it enables  reconstructing  nature  into a

socially  meaningful  good for consumption,  thereby  protecting it. For local inhabitants,

however, Cnature'
 reveals  natural  features or  special  characteristics, culture,  and  histories

of  their own  local community.  Local inhabitants base their response  to eco-tourism  on

this kind of  local knowledge.

Keywords  andphrases:  eco-tourism,  inhabitants, nature,  protected area,  Sunahama

     Bijutsukan, reconstruction  ofcomm"nit.v
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